
自己肯定感育成プログラム（鳴門教育大学の「予防教育プログラム」）

　
　予防教育は、「自律性」と「対人関係性」の二つの育成を目指し、問題（いじめや暴力、不登校
など）が無いうちから実施することで、将来的に起こりうる問題を未然に防止するという教育。
　自律性にある「内からのやる気」を育成するためには、「気持ち」を動かすことが重要である。
予防教育ではその気持ちを意図的に動かし、正の方向（うれしいや楽しいなど）に向かわせる
活動をすることで、物事を前向きに捉えたり、自分を大切にし、人を思いやるという行動につな
いでいくことをねらいとしている。
　例えば、集団で遊ぶ時、子どもたちの気持ち（心の底から楽しいなど）は動いており、その時
に「こう考えたらよい、こう振る舞ったらよい」と考えたことが、心に刻まれ、一生の記憶となる。
それを予防教育の授業でも同じ状態をつくり、後に同じ状況になった時においても、学習した通
りの行動ができるというもの。

鳴門教育大学の『予防教育プログラム』

高知県の子どもたちが、いじめ問題に毅然と立ち向かうことができるために、いじめを
絶対にしない気持ちの醸成や自分を大切にできる力の育成を図る。
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「自己肯定感」の育成について
・自分自身をかけがいのない存在として認めることができ、自分の興味・関心のあるこ
　とへ前向きに取り組めるようになる。
・自己肯定感の高まりは、子どもの心身の健全な発達のベースとなるため、他のプログ　
　ラムのめあて達成にもつながる。学校においてはこの特性を育成することが第一に推
　奨される。
　　　　　　　　　

　

　

　

予防教育プログラムの４つの柱

ソーシャル
スキルの
育成

感情の理
解と対処
の育成

向社会性
の育成

「自己肯定感」の育成※

　予防教育プログラムに
は、左記の４つのプログ
ラムがある。　　
　「自己肯定感」の育成
は、他の３つの教育の根
幹にあり、「自己肯定感」
が育っていることを土台
に、他の３つの力の育成
が可能となる。

授業を受けた子ども達の変容

プログラムの展開例

※鳴門教育大学では、『本当の「自己肯定感」の育成』と称している。

・保健室登校の子どもが教室に戻るようになった。
・他の授業で発表が多くなった。
・グループ・ワークがしっかりできるようになった。
・自分の気持ちを客観的に見れるようになった。
・家庭で明るくなった。　　　・いじめの発生率が下がった。

授業を受けた子ども達の変容自分への自信、他者への信頼、内からのやる気などの育成


